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令和５年９月２８日 校長 池田 誉

９月１７日（日）、富原小学校・保育園合同運動会を無事に実施することができました。暑

い一日でしたが、今年のスローガン「最後まで 笑顔でチャレンジ 富原っ子」の通り、児童

は最後まで全力を発揮してがんばりました。

今年度は、ご家族の方々だけでなく、来賓として学校運営協議会委員および学校支援ボラン

ティアの方々、また地域の方々にも来ていただき、児童・園児ががんばる姿を見ていただきま

した。練習期間中は暑い日が続きましたが、児童は毎日一生懸命、練習や係の準備に取り組み

ました。「笑顔でチャレンジ」を合言葉に、一輪車やダンスの練習などにあきらめずにチャレ

ンジする姿がたくさん見られました。運動会当日はその成果を発揮して、演技はもちろん、係

の仕事や開閉会式の役割などを最後までやり切る姿に、富原の子どもたちのすばらしさを感じ

ました。この経験を今後の学習や生活に生かして、さらに成長してくれることでしょう。

保護者の皆様には、当日朝の準備、終了後の片付けにもご協力いただき、ありがとうござい

ました。おかげさまで、とてもスムーズに運動会を実施することができました。今後とも本校

の教育活動に対しまして、ご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。



４月１８日（火）に全国および岡山県の学力・学習状況調査が行われました。３・４・５年

は岡山県、６年は全国の調査に取り組みました。学力調査では、国語・算数の問題に取り組

み、学習状況調査では、学習に対する興味・関心や生活状況について回答しました。８月にそ

の結果が学校に届きましたので、概要をお知らせします。

本校は、児童数が非常に少ないため、平均等の数値での結果公表はいたしません。児童の解

答、回答状況を分析し、課題を明確にして今後の指導に生かしていきます。保護者の方へは個

人票をお渡ししますのでご覧ください。

《学力調査の結果から》

国語・算数とも全国平均よりも低い傾向にあります。しかし、国語については、昨年度に比

べて全国平均との差が縮まっており、特に「読むこと」の領域に改善が見られます。昨年度か

ら行っている「国語パワーアップ教室」などで、いろいろな問題に取り組んでいることが効果

として表れていると考えます。一方で「話すこと・聞くこと」「書くこと」の領域には課題が

ありました。よく文章を読んだり話を聞いたりして必要な情報を理解し、それをもとに自分の

考えを書いたり、わかりやすく説明したりできる力を伸ばしていく必要があると考えます。

算数では、「数と計算」「図形」の問題に苦手意識を持っている傾向が見られます。

《学習状況調査の結果から》※５年（県）・６年（全国）のみ

「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる」「人の役に立つ人間になり

たいと思う」「自分が住んでいる地域が好きである」などの項目は、肯定的回答の割合が高

く、学習や生活に真面目に取り組んでいることがうかがえます。また、近年力を入れている

「富原ふるさと学習」の効果も表れていると考えます。一方で「算数や英語の授業の内容がよ

くわかる」「自分と違う意見について考えるのは楽しい」などの項目は全国や県平均を下回っ

ており、教科による理解度のばらつきや、多様な意見に触れる経験の少なさなどが、原因とし

て考えられます。

《今後の取組》

学校では、今後、授業中に自分の考えを書いたり、説明したりする活動や、ペアやグループ

で話し合って考えを深める活動を増やすよう、授業改善をさらに進めます。また、朝学習やパ

ワーアップ教室を中心に、計算や漢字などの基礎的な力の向上に取り組みます。また、他校の

児童との交流を行い、いろいろな人と接する機会の確保を行っていきます。

家庭では、家庭学習時間の確保（低30分・中45分・高60分以上）とともに、ゲームや動

画視聴などの時間の管理をお願いいたします。睡眠時間の確保にもご配慮ください。学校と家

庭で連携・協力し、子どもたちの成長を支えていきましょう。

学力・学習状況調査の結果について

「保小なかよし交流会」
９月２７日（水）、来年度富原小学校に入学する５名の園児が来校し、１・２年生との交流

会をしました。最初はお互いに緊張気味でしたが、１・２年生が準備してくれたゲーム「こお
りおに」「だるまさんがころんだ」をするうちに打ち解けて、みんな笑顔で楽しい時間を過ご
すことができました。小学生からは大なわとび、園児の方からは踊りと手話の発表があり、お
互いに大きな拍手を送りました。１・２年生がしっかりと準備をしてくれたので、とても楽し
い交流会になりました。５名の入学が今から楽しみです。


